
 

 

 

 

 

 

短縮ＵＲＬ作成＆アクセス解析ＣＧＩ 

 

http://www.tinylinker.net/ 

 

 

マニュアル 

使い方 

 

 

 

分からないことや要望はお気軽にお問い合わせください。 

お問い合わせ先： info@tinylinker.net 

件名は必ず「TinyLinker について」としてください。 

それ以外の件名では迷惑メールになって誤って消してしまうことがあります。 
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重要な用語の解説 

 

ＩＤ 

ＩＤとは、短縮ＵＲＬの URL に当たります。 

例えば、tinyurl.com を使って短縮 URL を作成すると、 

http://tinyurl.com/yhz2qpx  

のような URL が与えられます。 

このときの、yhz2qpx がＩＤに当たります。 
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ログイン 

 

 

 

もし「http://abc.com/t/」に設置した場合、「http://abc.com/t/tinylinker.cgi」へアク

セスします。  

パスワードの入力を求められますが、初期設定では「password」でログインできます。 

必ず、CGI 設定よりパスワードやその他の設定を変更するようにしてください。 

 

パスワードが分からなくなった場合、data フォルダにあるファイル「config.cgi」をエデ

ィタで開き、 PASSWORD=○○○の行をご確認ください。○○○が現在設定されているパス

ワードです。 

※「config.cgi」はブラウザから開くことができません。FTP ソフトなどで直接「config.cgi」

をダウンロードし、テキストエディタなどで開いてご確認ください。 

 

ブラウザでは必ず Cookie を有効にしてください。ほとんどの場合で Cookie は有効になっ

ているため問題ありませんが、もし Cookie が有効になっていない場合、ログイン後の各リ

ンクをクリックするたびにパスワードを求められ、何もすることができません。 

※問題が無ければ気にしないでいただいて大丈夫です。 

 

初期設定では下段に「TinyLinker」へのリンクが貼ってあります。 

このリンクは CGI 設定の「HOME タイトル」と「HOMEURL」が表示されているため、こちらを

変更することで変更できます。 

  



ログイン直後の表示画面 

 

 

 

初期設定では最上段（黒い背景）に「TinyLinker」へのリンクが貼ってあります。 

このリンクは CGI 設定の「HOME タイトル」と「HOMEURL」が表示されているため、こちらを

変更することで変更できます。 

 

 

 

  



このマニュアルの流れ(見方をご説明します) 

主な機能はほとんど全て、メニューから使用できます。 

そのため、メニューの上から順にご説明していく形をとります。 

このページ以降の各機能の説明では画像を用いますが、メニュ

ーを除いた右側だけの画像となります。 

 



ID 作成（短縮 URL 作成） 

 

 

 

ID 作成で短縮 URL を作成します。 

次ページからは ID（短縮 URL）の各設定項目をご説明していきます。 

 

この項目の全ての設定内容は「全般」で確認できます。 

一部の項目（ID、1行メモ、転送先 URL）は「ID選択/編集/削除」で確認できます。 

 

ここで設定した項目のほとんどが、ID選択の検索対象に含まれます。 

  



ID 短縮 URL の URL になります。 

管理は全て ID 単位となります。 

ID 一覧表示時にも表示されます。 

ID 一覧表示時の絞り込み対象としても使用します。 

当ツールでは短縮 URL を ID としています 

転送先 URL 作成した短縮 URL へアクセスした時に転送する URL です。 

ID 一覧表示時にも表示されます。 

ID 一覧表示時の絞り込み対象としても使用します。 

http://s.tinylinker.net/(プログラムを設置) 

上記 URL にプログラムを設置し、 

ID を「google_tinylinker」 

転送先 URL を 

「http://www.google.co.jp/search?hl=ja&source=hp&q=TinyLinker&lr=&aq=f&oq=」 

で作成した場合、 

１．http://s.tinylinker.net/google_tinylinker 

２．http://s.tinylinker.net/google_tinylinker/ 

３．http://s.tinylinker.net/google_tinylinker.htm 

４．http://s.tinylinker.net/google_tinylinker.html 

５．http://s.tinylinker.net/?google_tinylinker 

上記５種類の短縮 URL が使えるようになります。 

1 行メモ カレンダー下・ID 一覧表示時にも表示されます。 

ID 一覧表示時の絞り込み対象としても使用します。 

ID 一覧で表示されます。転送先 URL の説明、なぜその ID を作ったのか、どこに転送される

のか等を入力します。 

ID 一覧の絞り込みにも使用されます。 

詳細 ID 一覧表示時の絞り込み対象としても使用します。転送先 URL の説明、なぜその ID を作っ

たのか、どこに転送されるのか等を入力します。 

ID 一覧の絞り込みにも使用されます。  

当ツールにはカテゴリの概念はございません。ID 一覧で表示させたい ID だけを表示させら

れるように、複数の条件で絞り込みができるシステムを導入したからです。1行メモ、また

は詳細にカテゴリ名を入力し、ID の絞り込みでカテゴリ名を指定することで、ID 一覧には、

1行メモ、または詳細にそのカテゴリ名が入力された ID だけが表示されるようになります。

これにより、カテゴリと同等の機能が実現されます。 

ログローテーション設定 詳細は後述する「ログファイルのローテーションに関して」をご覧ください。 

ログローテーションサイズ 

過去ログ保存 



転送方法 転送方法は ID 一覧表示時の絞り込み対象としても使用します。 

詳細は後述する「各転送方法に関して」をご覧ください。 メタタグ/フレーム転送時

のタイトル 

メタタグ転送時のタグ 

メタタグ転送時の時間 

フレーム転送時のタグ 

 

 

  



ログファイルのローテーションに関して 

 

ログローテーションの各設定項目に関する説明です。 

「標準」と設定できる項目がありますが、標準の設定内容は CGI 設定で設定できます。 

 

ローテーションしない ログファイル名は「access_log.cgi」となります。 

ログサイズでローテーション 

ログファイル名は「access_log.cgi」となります。 

ログファイルサイズが指定したサイズを上回ると、上回った日の日付をファイル名

に付加して過去ログとして保存します。 

上回った日付が 2000 年 1 月 1日なら 「access_log.cgi」 

から 「access_log.20000101.cgi」と名前が変更されて過去ログとなります。 

アクセスログは、新規に作成された「access_log.cgi」へ保存されていきます。 

日ごとにローテーション 

ログファイル名は、2000 年 1 月 1日なら 

「access_log.20000101.cgi」となります。 

翌日 2000 年 1 月 2日になれば「access_log.20000102.cgi」のように、日単位でロ

グファイルが新規に作成されます。 

月ごとにローテーション 

ログファイル名は、2000 年 1 月 1日なら 

「access_log.200001.cgi」となります。 

翌月の 2000 年 2月 1日なれば「access_log.200002.cgi」のように、月単位でログ

ファイルが新規に作成されます。 

週ごとにローテーション 

例えば、2000 年 1月 5日の週の始めに当たる日曜日は 2000 年 1月 2 日です。 

この例では 2000 年 1 月 2日から 2000 年 1月 8日までのアクセスログ保存対象のロ

グファイルの名は 

「access_log.20000102.cgi」のように、週単位でログファイルが新規に作成されま

す。 

過去ログを削除する設定にすると、  

その時点でアクセスログの保存対象となっているログファイル以外は全て削除されます。 

 

  



各転送方法に関して 

 

各転送方法に関する説明です。 

「標準」と設定できる項目がありますが、標準の設定内容は CGI 設定で設定できます。 

ヘッダ 

関係する設定項目は 

・転送先 URL 

のみです。 

メタタグ 

関係する設定項目は 

・メタタグ/フレーム転送時に表示するタイトル 

・転送先 URL 

・メタタグ転送時に表示するタグ 

・メタタグ転送時に転送するまでの時間 

です。 

メタタグ/フレーム転送時に表示するタイトルは、転送するまでの間に表示するページのタイト

ルです。 

メタタグ転送時に表示するタグは、転送するまでの間に表示するページにコンテンツや案内を表

示させたい・独自のアクセス解析のみではなく、忍者アクセス解析やアクセスアナライザードッ

トコムなどの他アクセス解析を使用したい場合に、設置タグをここで設定します。 

メタタグ転送時に転送するまでの時間は、転送するまでの時間（秒）です。 

フレーム 

関係する設定項目は 

・メタタグ/フレーム転送時に表示するタイトル 

・転送先 URL 

・フレーム転送時に使用する他アクセス解析タグ 

です。メタタグ/フレーム転送時に表示するタイトルは、フレームが解除されるまでの間、ずっ

と表示され続けるタイトルです。フレーム転送時に使用する他アクセス解析タグは、独自のアク

セス解析のみではなく、他アクセス解析（忍者アクセス解析やアクセスアナライザードットコ

ム）、を使用したい場合に、設置タグをここに設定します。 



ID 選択/編集/削除 

 

 

ID 絞り込み条件で指定して絞り込んだ ID(短縮 URL)だけが、ID絞り込み結果件数に表示さ

れます。何も指定していない（何も絞り込んでいない）時は、全ての IDが表示されていま

す。 

 

ID 絞り込み結果件数の一覧の、IDをクリックすると、クリックした ID の全般に飛びます。

全般については、このマニュアルの所定のページをご覧ください。 

 

簡易アクセス解析とは、その名の通り簡単なアクセス解析です。Cookie を使用してアクセ

スカウントしています。全般及び左メニューからのアクセス解析とは完全に別ものですの

で、あくまで目安とお考えください。リセット（日時）をクリックすると、対象の簡易ア

クセス解析のみがリセットされます。 

 

ID 編集、ID削除は、「ID絞り込み結果件数」の一覧から、対象の ID の右側にあるリンクを

クリックして行ってください。編集をクリックすると編集画面へ、削除をクリックすると、

本当に削除するかどうかの確認ポップアップが表示されます。 



ID 編集では、クリックして指定した IDに設定されている情報を変更できます。 

ID の変更のみできません。 

 

 

絞り込み文字列 

ここで指定した文字列で絞り込みます。 

文字列を半角スペースで区切れば、and 絞り込みとなります。 

英字の大文字/小文字の区別にチェックを入れることで、大文字と小文字は別の文字として扱

います(例：aと Aは別の文字)。 

このキーワードで絞り込むのは、下記の「絞り込み対象」にチェックを入れた設定を絞り込み

対象にします。 

したがって、キーワードを指定してチェックを入れなかった場合、必然的に絞り込み結果件数

は 0となります。 

絞り込み対象 
上記の絞り込み文字列で絞り込む対象の設定にチェックを入れます。 

作成日指定 指定した範囲内に作成した ID だけに絞り込みます。 

更新日指定 指定した範囲内に更新した ID だけに絞り込みます。 

 

 

表示件数・並べ替えで一覧の表示方法を変更できます。 

 

表示件数をオーバーした分は、下部にあるページ指定リンクで、1番始めに表示されたペー

ジを１ページ目とすれば、２ページ、３ページと順番に別ページで表示されます。 

 

各項目を指定した後、絞り込みを押すことで一覧の表示が反映されます。 

 

  



インデックス再構築 

 

 

インデックス再構築の機能は、メニューからではなく、「ID 選択/編集/削除」から実行画面

へアクセスできます。 

インデックスは「ID 選択/編集/削除」での絞り込み、「ID 選択/編集/削除」での IDの一覧

表示時に使用します。 

各 IDの設定ファイルはいくつかのファイルに分かれているため、上記の度に各設定ファイ

ルを開いていては、サーバーに大きな負荷がかかってしまいます。 

そこで TinyLinkerr では、インデックスを作成することでサーバーへの負荷を軽減させる

ようにしました。  

通常は尐しずつインデックスを構築しているので、この機能を実行する必要はありません。 

絞り込み結果、IDの一覧表示が正しくない場合にのみ実行してください。 

ID の作成数によっては、サーバーに比較的大きな負荷がかかるので、頻繁に行わないよう

にしてください。 

 

  



カレンダー 

 

 

カレンダーによって、アクセス解析結果表示の期間設定ができます。 

 

カレンダー上にある全期間をクリックすると、指定しているログファイルに保存されてい

る全アクセスログを解析結果として表示します。 

 

カレンダーから今日の日付をクリックすれば、今日だけのアクセス解析の結果が表示され

ます。 

 

カレンダー下にある○○○○年○○月をクリックすると、クリックした月を指定したこと

になります。クリックした月のアクセスログのみを解析結果として表示します。 

カレンダー下の矢印をクリックすることで、月（年）の変更が可能です。 

 

カレンダーの下に、現在表示されているアクセス解析の期間が表示されます。 

 

※解析結果として表示するアクセスログは、標準（現在使用中のログファイル）・ログ切替・

アクセスログ情報で選択されたログファイルに保存されているアクセスログを対象としま

す。 

 

  



ログ切替 

 

 

解析結果として表示したいアクセスログが保存されたログファイルを選択します。 

ID が選択されていない・ログファイルが存在しない場合は空欄となっています。 

 

どの期間のアクセス解析の結果を表示させるかを決めるための、ログファイル単位の選択

です。 

 

 

ログ切替の上の ID、１行メモは、現在選択している IDの簡単な情報表示です。これにより、

どの画面を表示していても、現在選択している IDがわかります。 

 

  



全般 

 

 



指定した ID の、以下の情報を確認できます。 

 

カレンダーで指定された期間から、「アクセス状況」の 

 

・解析対象期間 

・クリック数 

・セッション数 

・初めての訪問者数 

・リピーター訪問者数 

・総訪問者(ユニークユーザー)数 

・一人あたりのクリック数  

 

が確認できます。 

 

カレンダーで指定された期間に本日が含まれていた場合、「本日のアクセス状況」の 

 

・クリック数 

・セッション数 

・総訪問者(ユニークユーザー)数 

・一人あたりのクリック数 

 

が確認できます。 

 

ここではさらに、指定した IDの全設定情報を確認できます。 

 

 

  



ログファイル情報 

 

 
指定した ID に存在するログファイルの一覧が表示されます。 

ログファイルの切替もこのページで行うことができます。 

各ログファイル毎に 

・ファイル名 

・サイズ 

・最終更新日時 

が一覧で表示され、ダウンロード・削除も行えます。 

一覧の並び順は、最終更新日時が新しい順です。 

  



生ログ検索 

 

 

 

ログファイルのアクセスログから直接検索します。 

検索モード 

・直近のログだけを検索表示する 

各検索項目にマッチしたアクセスログの中から、直近のログが表示件数分だけ表示されます。 

・ログの先頭から順次検索表示する 

各検索項目にマッチしたアクセスログの中から、順番に表示していきます。 

表示件数をオーバーした分は、下部にあるページ指定リンクで、1番始めに表示されたページを１ペ

ージ目とすれば、２ページ、３ページと順番に別ページで表示されます。 

日付指定 
指定した範囲内にログファイルに保存されたアクセスログだけを表示します。 

検索文字列 

ここで指定した文字列が含まれるアクセスログだけを表示します。 

文字列を半角スペースで区切れば、and 検索となります。 

表示モード 

・生ログそのままを表示 

アクセスログを HTML で整形させずに表示します。 

・整形して表示 

アクセスログを HTML で整形させて表示します。 

 

 

  



ホスト名 

 

 

クリック数が多い順に、ホスト名（IPアドレス)とそれぞれのクリック数の一覧が表示され

ます。 

 

表示数は CGI 設定の「表示統計数」を変更することで変更できます。 

 

ホスト名（IP アドレス)をクリックすると、クリック時間追跡のページへ飛び、クリックし

たホスト名(IP アドレス)が指定された状態になります。 

 

 

  



クリック時間追跡 

 

 

このページでホスト名を指定することができ、指定したホスト毎のクリック時間を表示し

ます。 

 

一覧が表示されますが、多くなって選択しづらくなった場合には、ホスト名から絞込み検

索を行うことができます。 

 

ここで指定した文字が含まれるホストだけを一覧で表示します。 

 

文字列を半角スペースで区切れば、and 絞り込み検索となります。 

 

他にも、「ホスト名」から表示させたいホスト名をクリックして、このページへ飛ぶことで

指定されます。 

 

セッションとは、クリック日時の間隔が指定時間分空くごとにセッションが違うと判断し、

別の機会にアクセスしてきたと判断します。 

 

セッションの指定時間は、CGI 設定の「セッション間隔」を変更することで変更できます。 

 

クリック時間追跡は、カレンダーより指定した期間のアクセスログを対象に表示します。 

 

  



時間別アクセス数 

 

 



選択中のログファイルと、カレンダーのアクセス解析期間を元に解析します。 

 

０時～２３時までの１時間単位で、以下の内容を確認できます。 

・クリック数 

・セッション数 

・ユニークユーザー数 

 

 

  



曜日別アクセス数 

 

 

選択中のログファイルと、カレンダーのアクセス解析期間を元に解析します。 

 

日曜日～土曜日の曜日単位で、以下の内容を確認できます。 

・クリック数 

・セッション数 

・ユニークユーザー数 

  



日別アクセス数 

 

 



選択中のログファイルと、カレンダーのアクセス解析期間を元に解析します。 

 

指定した月の１日単位で、以下の内容を確認できます。 

・クリック数 

・セッション数 

・ユニークユーザー数 

 

 

 

  



リンク元 URL 

 

 

短縮 URL のクリック元の URL を、クリック数が多い順で表示します。 

 

表示数は CGI 設定の「表示統計数」を変更することで変更できます。 

CGI 設定の「リンク元解析 除外 URL」で特定の URL を表示させない設定ができます。 

 

各 URL に対してタイトルを付けることができます。 

data フォルダにある「site.cgi」をエディタで開き、1URL(タイトル)につき１行で、 URL=

タイトル の形で定義します。  

 

  



リンク元サイト 

 

 

短縮 URL のクリック元のサイトを、クリック数が多い順で表示します。 

 

表示数は CGI 設定の「表示統計数」を変更することで変更できます。 

CGI 設定の「リンク元解析 除外 URL」で特定の URL を表示させない設定ができます。 

 

各 URL に対してタイトルを付けることができます。 

data フォルダにある「site.cgi」をエディタで開き、1URL(タイトル)につき１行で、 URL=

タイトル の形で定義します。 

 

 

  



CGI 設定 

 

 
 

 

 

 

  



CGI 設定の各設定項目に関する説明です。 

標準とは、各 ID の設定で「標準」を指定した場合に適応される設定です。 

HOME タイトル   アクセスされた短縮 URL が存在しない場合の、転送に関する設定です。 

「HOME タイトル」は、 ログイン時の下部にあるリンクのタイトル、管理画

面の上部にも使用されます。 

「HOMEURL」は、 ログイン時の下部にあるリンクの URL、管理画面の上部に

も使用されます。 

 

上記以外は各 ID の転送に関する設定と同じです。 

詳細は「各転送方法に関して」をご覧ください。 

HOMEURL   

HOME 転送方法  

HOME メタタグ転送時のタグ 

HOME メタタグ転送時の時間 

HOME フレーム転送時のタグ 

パスワード ログイン時に必要となるパスワードです。 

時差の調整 
使用するサーバーが海外など、時差がある場合に設定します。通常は 0です。

１時間遅くしたい場合は、「-1」のように設定します。 

表示統計数 
ホスト名・リンク元 URL・リンク元サイトで表示する最大統計数を指定しま

す。 

標準のログローテーション設定 

詳細は「ログファイルのローテーションに関して」をご覧ください。 標準のログローテーションサイズ 

標準の過去ログ保存 

リンク元解析 除外 URL 
リンク元 URL・リンク元サイトで表示させない URL です。 １URL につき１行

で指定します。URL に含まれるの一部の文字列だけでも指定できます。 

Cookie 有効期限 

ユニークユーザーの判断にも利用します。 

判断の精度をできるだけ上げたい場合は、できるだけ長い日数で設定しま

す。 

セッション間隔 

セッション数に関係します。 

詳細は「クリック時間追跡」をご覧ください。 

標準の転送方法 
詳細は「各転送方法に関して」をご覧ください。 

標準のメタタグ転送時の時間 

 

 

  



自アクセス除外設定 

 

 

 

ここで自アクセス除外を設定すると、 設定したパソコン（ブラウザ）で短縮 URL をクリッ

クしても、アクセスログがログファイルへ保存されなくなります。 

 

設定していない場合は設定画面が表示され、 設定している場合は設定解除画面が表示され

ます。 

 

この設定は Cookie を使うことで機能します。お使いのパソコン(ブラウザー)で Cookie を

有効にしてください。 

 

 

  



バージョン情報 

 

 

現在お使いのバージョンをご確認いただけます。 

 

公開中のバージョンが現在お使いのバージョンより上であれば、最新バージョンをダウン

ロードされることをおすすめいたします。 

 

最新バージョンの公開は、メールや公式サイトで情報配信いたします。 

 

 


